冬の穂高西面を辿る　　～西穂高岳西尾根山行～
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中原万亀男
穂高の西面は僕の最も好きな山域の一つである。明るく開放的な東面と違い、賑やかな山小屋もなく、3,000ｍの頂稜へ続くルートはいずれも長く、急峻で厳しい。とりわけ冬季のそれは、下部は深いラッセルと上部は雪が作り出す複雑な雪稜や岩稜が登山者を待っている。初めて涸沢岳西尾根を登った時から、毎冬のように通った穂高西面も久しく足が遠のいていたが、今回若い高岡君や大石さんと西穂高岳西尾根を目指した。果たして以前のように会心の山行が出来るだろうか？それとも体力の落ちた今の自分にとっては手痛いしっぺ返しが待っているだろうか？冬の穂高へ入る前に感じる不安や緊張感を久しぶりに覚えながら、12月19日、西穂高岳を目指した。
深夜に到着した新穂高温泉の駐車場で仮眠をとり、明るくなるのを待って出発する。林道には雪が少なく、工事車両の轍を辿って行く。時折垣間見える稜線には雪煙が舞っていて、冬の穂高に来たことを感じながら蒲田川右俣沿いの林道を進んでいった。
穂高平避難小屋まで一時間程でたどり着いた。ここから正面に見える西尾根に末端から取付く。尾根は次第に傾斜がきつくなってくるが雪は少ない。そのことが反って雪の下の熊笹に足を取られ登りにくく、立木やブッシュをつかみながらの登行となった。それでも高度を上げるにつれ積雪も増え、途中からは輪環をつけて登って行った。やがて背後に笠ヶ岳の白い山容が次第に大きくなってくる頃、尾根上の1900ｍ地点に到着した。出発前には初日の行動はここまでかとも思っていたが、まだ時間も早いので予定通り2300ｍ地点を目指すことにする。しばらく行くと以外にも右側からトレースが登って来ていて、上部に続いていた。今回は自分たちでトレースをつけるべく入山し、ここまで登ってきたが、明日の午後には天候は崩れることは判っていたので、トレースを辿ることにする。
「トレースを使わなくても行けるで」とメンバーの一人が言うが、ここからやせ尾根となり、トレースを外すことはかえって危険だ。
なだらかなやせ尾根のアップダウンを繰り返しながら少しずつ高度を稼いでいく。やがて2300ｍ地点に到着した。今日の登行に満足してここをテント場とする。
テントを張り、高岡君が担ぎ上げて来てくれた缶ビールで乾杯。風もなく静かなシラビソの樹林の中、テントでゆっくりと夕食をとった。夜半、外に出てみると明日崩れるとはとても思えない程の満天の星空が広がっていた。
しかし、予報は正確だった。まだ暗い中から起きだして携帯で天気図を見ると、何と前日にはなかった前線を伴った低気圧が日本海に発生していた。しかも今日の午後には日本列島上空にくる。
何としても午前中に西穂を越えようと、明るくなるのを待たずにテント場を立った。出発してすぐに第一岩峰の基部に到着。先行者のトレースは右側のク―ロアールに続いていた。出発前に丸尾さんからもらった彼らの記録でも雪崩やすいというクーロアールだったが、ここ数日降雪がないこと、先行者のトレースがあり上部で何かあれば引き返そうと思いながら雪面の中に入っていった。右手には遙か高みに西穂高岳が聳えているが、昨日とは打って変わってガスが巻き上がり、そのピラミダルな山容も隠れ始めてきた。再び尾根上に上がるとひと安心と同時に強風の出迎えが待っていた。懐かしい冬の穂高の強風。ジャンクションピークを越える頃には右手で顔を隠すようにして、風の息を捕まえて進んでいった。ジャンクションピークのコルからはやさしい岩場を右から越え最後の岩稜を越えるとようやく頂上の標柱が見えてきた。
頂上では不思議と風が収まった中、記念写真とレーションを取って休憩を取る。ガスの中に、昔登ったジャンダルム飛騨尾根やこの春に辿った奥明神沢が垣間見える。この二日間の行動を思いながら、3月に計画している主稜線の縦走も何とかなるかも知れない、久しぶりの冬の穂高の頂上を味わいながらそんな思いが湧き上がってくるのを感じていた。

頂上からの下降は主稜線の飛騨側をトラバース気味に下降していった。しばらくは気を抜けなかったが、独標まで下降してきて始めて安全圏に入ったことを感じ、今回の山行が成功する確信を持つ。この後、西穂山荘を経て、下降に疲れてきた頃ようやくロープウェー駅に到着して今回の山行を終えた。
僕たちが新穂高温泉に降り立つのを待っていたかのように雨が降り出して来た。今頃稜線にいれば大変な目に逢っていたことだろう。何とか悪天に捕まらずに下山できたことを皆で喜び合う。この日、民宿に泊まった後、翌日真っ白になった周りの山々を眺めながら帰路についた。
【行動記録】
12/20　新穂高7:50→穂高牧場8:50→西尾根取付付近9:→1900m付近12:40→　　　 2340m付近(ﾃﾝﾄ場)15:30

12/21　テント場6:30→第一岩峰付近6:50→ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾋﾟｰｸ付近8:00→西穂高岳頂上9:10着→西穂高山荘11:30→ロープウェイ駅12:30→新穂高12:45 [image: image2.jpg]
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中原、大石、高岡、吉谷（須磨労山）

